
５ 本時の計画 
(1)ねらい  四国地方の自然環境や産業の特色を人口問題と関連させて、交通網の発達が地域にもたらす影響 

を考察し、説明することができる。              （思考力、判断力、表現力等） 
 
(2)展開（本時４／６） 

過
程 思考の流れと学習活動の流れ 

時
間 ・指導の手立て ◇ＩＣＴの活用   評価 
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１ 本州四国連絡橋の整備前後の四国の変化
を知る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学習問題に対しての予想を立てる。 

 

連絡橋ができ   高速道路によ    本州と結ばれ 

て、四国地方に  って、人が移動   て、輸送が短時 

人が集まるよう  しやすくなった   間でできるよう 

になったから。  から。       になったから。 
 
 
３ 各自の予想を、資料を活用して調べ、ま
とめたことを全体で共有する。 

 

タブレットの    地図帳の統計    資料集の写真 

資料置き場から   資料と交通網の   資料とグラフを 

資料を選んで調   地図を使って調   関連付けて考え 

てみよう。     べてみよう。    てみよう。 

      

 

輸送の時間が    通勤・通学を    四国に物流の 

短縮され、生鮮   する人が増え、   拠点を置き、配 

食品を届けられ   立ち寄るように   送できるように 

る範囲が増えた。  なった。      なった。 

      
 
 
４ 徳島県「未来コンビニ」の事例を提示
し、コンビニがつくられた理由を考察す
る。 
 

過疎化や高齢化で山間部    他のコンビニと異なる 

が買い物に困っているため、  ものを販売したり、外観 

欲しいものを買える場所が   に工夫を凝らしたりして 

必要だったから。       観光地にしようとした。 

 
 
５ 本時の学習のまとめをする。 
 
 
 
 
６ 本時の振り返りをする。 
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◇これまでの学習内容と本時の学習をつなげ
るために、生徒の振り返りや気付きを電子
黒板に提示する。 

◇学習問題の発見に資するために、電子黒板
に本州四国連絡橋整備前後の四国のコンビ
ニ店舗数を提示する。 

・生徒のつぶやきや疑問を拾い、本時の学習
問題を設定する。 

 
・考察の視点を焦点化するために、ネームプ
レートを活用する。  

 
 
 
 
 
 
◇予想の検証に用いるため、中国・四国地方
に関する資料をタブレットに用意してお
き、選択して活用できるようにする。 

・必要な資料を自分で探したい生徒には、資
料集や公的機関のサイトの活用を促す。 

◇交通網の整備による経年変化をつかむた
め、必要に応じて、画像を比較したり、重
ねたりする機能を活用する。 

・交通網の整備と人口の集中や都市の発展の
関係性を見いだせるように、コンビニの出
店が四国地方のどの地域に集中しているか
を問いかける。 

 
 
◇「未来コンビニ」のある地域の様子や、知
己の課題を視覚的に捉えるため、電子黒板
に資料を提示したり、GoogleEarthを活用し
たりする。 

◇「未来コンビニ」が観光地としての側面を
もっていることをつかむため、未来コンビ
ニの景観を電子黒板に提示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・本時の学習を自分事として捉えられるよう
に、「今日の学習と自分／地域」の視点を設
定する。 

(3)授業研究の視点 
・秋田の探究型授業を自立的に進めるための手立ては効果的であったか。 
・授業の各段階におけるＩＣＴの活用は効果的であったか。 

【学習問題】 
 四国地方のコンビニの出店率が全国に比
べて高いのはなぜだろうか。 

四国地方の自然環境や産業の様子を踏ま
え、四国地方の人口の集中、過疎化や高齢
化などの人口問題について、交通網の発達
によるよい面や課題を具体的に挙げながら
説明している。 （観察、発表、ノート） 

  


